
歯
科
医
師
国
家
試

験
の
合
格
率
は
年
々

下
降
し
、
近
年
は
約

63
％
に
落
ち
着
い
て

い
る
。
合
格
者
数
は

約
２
０
０
０
人
だ

が
、
厚
労
省
は
今
後
、
約
１
５ 

０
０
人
ま
で
削
減
す
る
と
い

う
。
一
方
で
歯
科
大
学
卒
業
生

は
毎
年
約
２
５
０
０
人
で
ほ
ぼ

一
定
な
の
で
、
毎
年
約
千
人
の

国
試
浪
人
が
誕
生
す
る
が
、
国

は
何
の
救
済
策
も
講
じ
て
い
な

い
▼
そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
提

案
す
る
。
准
歯
科
医
師
な
る
資

格
を
新
た
に
設
定
し
、
治
療
行

為
の
中
で
も
比
較
的
難
易
度
の

低
い
口
腔
ケ
ア
や
補
綴
物
セ
ッ

ト
の
業
務
に
従
事
す
る
。
あ
る

い
は
最
近
、
人
員
確
保
が
難
し

い
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工
士

の
業
務
が
で
き
る
「
歯
科
治
療

介
護
士
」
を
設
け
る
。
せ
っ
か

く
６
年
間
も
歯
科
を
勉
強
し
た

の
に
、
国
試
で
意
地
の
悪
い
、

た
っ
た
数
問
の
「
地
雷
問
題
」

を
間
違
え
て
不
合
格
と
い
う
話

も
よ
く
耳
に
す
る
。
ど
こ
に
も

就
職
が
で
き
な
い
よ
う
な
歯
科

医
師
国
試
浪
人
を
出
し
続
け
る

の
は
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
あ

る
▼
か
つ
て
政
府
は
公
認
会
計

士
や
弁
護
士
な
ど
の
比
較
的
難

易
度
の
高
い
国
家
資
格
試
験
の

合
格
基
準
を
緩
和
し
、
人
員
を

確
保
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
社

会
情
勢
は
一
変
し
、
実
際
は
多

く
の
有
資
格
者
が
満
足
な
収
入

を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
、
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る

た
め
に
医
学
部
を
新
設
し
、
大

幅
に
医
師
を
誕
生
さ
せ
て
い

る
。
本
当
に
将
来
に
わ
た
っ
て

医
師
が
不
足
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
？　

政
府
は
自
ら
の
責
任
で

過
剰
な
有
資
格
者
の
フ
ォ
ロ
ー

に
当
た
っ
て
ほ
し
い
。

今月の会員数／1,025人（医科720人・歯科305人）
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2面　社会保障・税一体改革
4面　書評「国家は破綻する」
5面　勤務医リレーコラム
6面　会員投稿
7面　速報　中医協資料

「
介
護
崩
壊
」へ
の

改
革

い
よ
い
よ
こ
の
４
月
、
全
国

の
自
治
体
で
は
、
改
定
介
護
保

険
法
に
よ
る
要
支
援
者
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
で
あ
る
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
（
以
下
、
総
合
事
業
）」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
総
合
事
業

は
、
そ
も
そ
も
２
０
１
４
年
に

成
立
し
た
「
医
療
・
介
護
一
体

改
革
の
法
律
（
地
域
医
療
・
介

護
総
合
確
保
法
）」
の
も
と
に

整
備
さ
れ
て
き
た
制
度
で
、
こ

の
他
に
も
２
０
１
５
年
４
月
を

境
に
数
多
く
の
介
護
保
険
制
度

改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

中
で
も
特
徴
的
な
の
が
「
総

合
事
業
」
を
含
め
た
次
の
４
つ

で
あ
る
。
①
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
新
規
入
所
に
制
限
を

設
け
る
（
原
則
要
介
護
３
以

上
）、
②
合
計
所
得
１
６
０
万

円
以
上
の
人
の
利
用
料
を
引
き

上
げ
、
③
非
課
税
世
帯
で
も
配

偶
者
が
住
民
税
課
税
で
あ
っ
た

り
、
預
貯
金
が
一
定
額
あ
れ
ば

介
護
保
険
施
設
・
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
食
費
・
部
屋
代
補
助
は

打
ち
切
り
、
そ
し
て
④
要
支
援

１
・
２
（
予
防
給
付
）
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
予

防
訪
問
介
護
）
と
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
（
介
護
予
防
通
所
介
護
）
が

介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ
市
町
村

の
事
業
（
総
合
事
業
）
に
移
行

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

総
合
事
業
は
２
０
１
５
年
４

月
よ
り
順
次
施
行
さ
れ
て
お

り
、
と
り
あ
え
ず
「
現
行
相
当

サ
ー
ビ
ス
の
み
」
で
総
合
事
業

に
踏
み
切
っ
た
自
治
体
も
あ
る

が
、
す
で
に
移
行
済
の
自
治
体

に
お
い
て
も
経
過
措
置
を
終
え

「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
（
基
準
緩

和
型
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
型
な
ど

表
の
②
③
④
）」
を
整
備
す
る

な
ど
「
完
全
実
施
」
の
形
を
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
介

護
保
険
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
も

幾
度
と
な
く
給
付
抑
制
に
よ
る

制
度
改
悪
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
の
２
０
１
５
年
度
の
改

定
は
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
「
介
護
崩
壊
」
へ
の
改
革
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

質
の
確
保
・
自
治
体

格
差
に
問
題

国
は
、
総
合
事
業
に
つ
い
て

「
介
護
保
険
制
度
内
で
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
で
あ
り
、
財
源
構
成

は
変
わ
ら
な
い
」
と
説
明
し
て

い
る
。
財
源
的
に
は
そ
う
で

あ
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
総
合
事

業
の
枠
組
み
と
な
る
「
地
域
支

援
事
業
」
は
、
介
護
保
険
制
度

の
本
体
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し

て
介
護
保
険
の
保
険
給
付
と
地

域
支
援
事
業
の
性
格
は
全
く
異

な
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
健

康
保
険
組
合
も
「
療
養
の
給

付
」
と
い
う
本
体
事
業
の
ほ
か

に
、
ヘ
ル
ス
事
業
や
保
養
所
の

設
置
な
ど
被
保
険
者
を
対
象
と

し
た
様
々
な
「
事
業
」
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
被
保
険
者

の
健
康
増
進
を
は
か
り
疾
病
を

予
防
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

給
付
を
抑
制
す
る
た
め
の
も

の
で
も
あ
る
が
、
介
護
保
険
の

地
域
支
援
事
業
も
同
様
の
ね
ら

い
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
っ
た
と
き
は
保
険
給
付

の
み
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
６

年
度
に
地
域
支
援
事
業
が
創
設

さ
れ
、
今
回
２
０
１
４
年
の
地

域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
に

よ
る
介
護
保
険
法
改
定
で
、
地

域
支
援
事
業
が
大
幅
に
再
編
さ

れ
、
こ
の
「
総
合
事
業
」
は
い

わ
ゆ
る
「
お
ま
け
」
の
よ
う
な

枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
被
保
険

者
は
保
険
給
付
を
受
け
る
「
権

利
（
受
給
権
）」
と
法
令
に
よ

り
担
保
さ
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

の
「
質
」
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

基
準
は
地
域
支
援
事
業
の
実
施

者
で
あ
る
市
町
村
が
定
め
、
予

算
（
事
業
費
）
の
範
囲
内
で
提

供
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
自

治
体
間
で
の
格
差
が
生
じ
る
と

い
う
問
題
も
生
ま
れ
る
。

県
内
の
各
自
治
体
も
、
市
民

や
各
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
へ

理
解
を
求
め
る
た
め
に
説
明
会

を
開
催
し
た
り
、
基
準
緩
和
型

事
業
の
担
い
手
を
養
成
す
る
た

め
の
研
修
会
を
開
い
た
り
と
、

数
々
の
準
備
に
追
わ
れ
疲
弊
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
責
任
者
か
ら
は
、「
要
支

援
１
・
２
の
更
新
者
の
う
ち
半

数
以
上
が
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
半
減
し

て
し
ま
う
利
用
者
さ
ん
に
は
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
」、「
要
支
援
１
・
２
の
人
が

基
準
緩
和
型
に
移
行
す
る
の
が

目
に
見
え
て
い
る
の
で
、
す
で

に
予
防
給
付
の
人
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
は
お
断
り
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
は
要
介
護
１
以
上
の
人

し
か
受
け
入
れ
な
い
」
と
い
う

声
を
聞
い
て
い
る
。
一
方
で
、

基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
を
介
護

関
連
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
と
捉
え
、
事
業
展
開

を
目
論
む
事
業
者
の
存
在
も
見

聞
き
す
る
。

保
険
医
協
会
で
は
こ
の
間
、

自
治
体
が
打
ち
出
し
た
事
業
者

指
定
基
準
案
に
対
し
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
た
り
、

石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

が
行
っ
て
い
る
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
通
し
各
自
治
体
の
事
業

計
画
を
審
ら
か
に
比
較
検
討
し

て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
始

ま
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

こ
と
が
山
積
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
「
改
革
」
の
大
き

な
柱
で
あ
る
総
合
事
業
は
、
国

が
進
め
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
と
も
大
い
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
に
注
視
し
な
が

ら
、
今
後
も
現
行
制
度
が
公
的

介
護
保
障
で
あ
り
続
け
る
た
め

の
運
動 

を
展
開
さ
せ
て
い
き

た
い
。

参
考
資
料　
『
ど
う
な
る
介
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美

要
支
援
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の
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介
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と
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介
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保
険
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し
＆
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町
村
事
業
に
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月
ス
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ト

と　き

ところ

第一部

第二部

石川県保険医協会
第43回定期総会

総会議事（4階 コンベンション室）
午後0時半～午後1時半

問合せは、石川県保険医協会 （電話 076-222-5373）まで。

2017年3月26日（日）
午後0時半～午後４時

石川県女性センター
（金沢市三社町1-44）

記念企画
映画「いしゃ先生」上映会

（1階 ホール）午後2時～午後4時

改定前

移行

改定後

介護予防訪問介護
介護予防通所介護
（全国一律の基準に
基づく指定事業者）

サービス種類例 担い手

①現行の介護予防訪問介護・介護予
防通所介護に相当するサービス

現行の事業者
（見なし指定）

②緩和した基準による生活支援、ミ
ニデイサービス（訪問型・通所型
サービスA）

無資格者による提
供可能

③ボランティアなどによる生活支
援、通いの場（訪問型・通所型サー
ビスB）

住民ボランティア

④保健師やリハビリテーション専門
職等が行う短期集中予防サービス

（従来の２次予防事業に相当）（訪
問型・通所型サービスC）

専門職

総合事業のサービス種類例（『どうなる介護保険総合事業』日下部雅喜
日本機関紙出版センター　2016年5月初版より）

石 川 保 険 医 新 聞 第539号（1）2017年3月15日（毎月15日発行）



先月号の本連載では、2017年度の社会保障予算案の概要をもとに医療保
険制度、介護保険制度の改革案について論点整理を行った。本号では、本
年度の具体化が見送られたものの、来年度以降の実施に向けて「経済・財
政再生計画改革工程表2016改訂版」（経済財政諮問会議）に明記されてい
る負担増メニューについて整理するとともに、本年度の通常国会に上程さ
れた介護保険法改正法案について概説したい。

外来受診時定額負担
「かかりつけ医の普及のため」として、かかりつけ医以外に受診した際

に患者に定額の負担を求める制度を創設するものであり、外来医療につい
ても機能分化による「効率化」を推し進めようという意図に基づく提起で
ある。この項目は、当初、本年度からの具体化を目指して社会保障審議会
医療保険部会で議論が進められていたが、そもそも「かかりつけ医」の定
義をどうするかなど入り口の部分で議論が進まず、事実上先送りされた。
改革工程表によれば、この問題は2018年度末までに審議会で検討し、その
検討結果に基づき速やかな措置をとるとされているが、2016年度における
論議のうち、今後注意すべき論点を 2 点あげておきたい。

一つは、厚労省から示された「かかりつけ医」の定義をめぐる資料にお
いて、診療報酬上の「地域包括診療料」「地域包括診療加算」の届出医療
機関を挙げている点である。どちらも、届出医療機関において患者ごとに
担当医を決めるという要件が設定されていることが大きな特徴である。こ
の流れは2016年改定でも強化され、認知症地域包括診療料、認知症地域包
括診療加算、小児かかりつけ診療料が創設されているのは、記憶に新しい
ところである。もう一つは、財務省の財政制度等審議会が提起している

「かかりつけ医」制度である。これは患者が自分の保険者に対して「かか
りつけ医」を登録したうえで、登録医への受診に際して外来定額負担を課
すという提案である。

診療報酬上は、現時点では疾患や対象を限定した上での「担当医」制度
の導入にとどまっているものの、財務省のいうように事実上の「登録医」
制度が導入されると、フリーアクセスの制限、人頭払い制度の導入という
日本の医療保険制度を根本から変えることにつながる可能性は否定できな
い。医療費抑制策としての患者単位での医療費総額管理は、保険給付の削
減に直結するものであり、断じて容認できない。

市販品類似薬の保険償還率の見直し
市販品類似薬について保険償還率を引き下げ患者負担を増やすという提

起である。この問題も、2018年度末までに必要な措置をとるとして本年度
の具体化は見送られた。審議会での議論では、「保険償還率の見直し」に
ついては、2002年の改正健康保険法附則第 2 条における「 7 割給付の維
持」規定との関係から法的な整合性がとれないとの指摘があり、今後の具
体化においては、償還率の見直しではなく保険収載そのものの見直し（保
険外し）へと議論が進むことが予想される。

なお、この問題は診療報酬上はすでに実行に移されている。2012年改定
での「単なる栄養補給目的」のビタミン剤の制限、2014年改定での「治療
目的でない」うがい薬の制限、そして、2016年改定での湿布薬の処方枚数
制限等である。2018年改定では、この保険外しの流れにストップをかけ、
保険給付範囲の抑制策を押しとどめなければならない。

金融資産等の保有状況を考慮に入れた負担をもとめる仕組みの導入
介護保険では、介護保険施設における居住費・食費は保険給付から外れ

ており原則自己負担となっているが、所得の低い者に対しては補足給付を
支給することにより、居住費・食費の負担を軽減している。この制度につ
いては、2015年 8 月施行の制度改定により「金融資産等の保有状況」を考
慮する仕組みが導入され、例えば単身世帯で預貯金が1000万円を超える場
合には制度の対象外となっている。これと同じように医療保険の入院時食
事療養費・入院時生活療養費の標準負担額に預貯金を考慮した負担の仕組
み（一定の金融資産がある場合に標準負担額の軽減対象から外す）を導入

するというのが提案の趣旨である。
これについては、審議会で「時期尚早」とされ、2018年度末までさらに

検討することとされた。後述の介護保険利用者負担の引上げでも同様で
あるが、医療保険と介護保険の整合性の強調は、公的費用抑制策のもとで
は自ずと「低位標準化」にならざるを得ない。これは国の社会保障施策に
おける向上増進義務（憲法25条 2 項）との関係でも非常に問題である。ま
た、審議会の議論の整理においては、「マイナンバーの導入等の正確な金
融資産の把握に向けた取組み」を踏まえて検討を進めると明記されてお
り、マイナンバー制度の負の側面（社会保障個人会計制度への第一歩）が
表れていることも注視する必要がある。

介護保険法の見直し
先月号で整理した2017年度予算案に基づき、政府は、 2 月 7 日、「地域

包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律案」
を国会に上程した。その内容を整理すると、次の 5 点にまとめられる。

①　保険者機能の強化等による自立支援・重度化防止に向けた取組み
の推進
・　データに基づく課題分析（介護保険事業（支援）計画に介護予
防・重度化防止等の取組内容・目標を記載）

・　都道府県による市町村に対する支援事業の創設
・　財政的インセンティブの付与規定の整備
②　新たな介護保険施設の創設
・　介護医療院の創設（「日常的な医学管理」「看取り・ターミナル」
の機能と「生活施設」としての機能を併せ持つ新たな介護保険
施設）

③　地域共生社会の実現に向けた取組みの推進
・　市町村による地域住民と行政等との協働による包括的支援体制
づくり

・　福祉分野の共通事項を記載した地域福祉計画策定の努力義務化
・　新たに「共生型サービス」を位置づけ。（高齢者と障害のある
人が同一事業所でサービスを受けやすくする。介護保険と障害福
祉制度の両方に位置づける）

④　現役並み所得者の利用者負担割合のさらなる引上げ
・　現行の 2割負担者のうち特に所得の高い層の負担割合を 3割負
担に（2018年 8月施行）

⑤　介護納付金への総報酬割の導入

上記のうち、⑤の総報酬割については、 2 月号にてすでに概説してい
る。また、②の「介護医療院」については、介護療養病床の法律上の存続
期間が2018年 3 月で切れることを踏まえ、その転換先として位置づけられ
たものであり、病院又は診療所から転換した場合は、転換前の病院又は診
療所の名称を引き続き使用できるとされている。介護保険法上の介護保
険施設として創設されるが、医療法上は医療提供施設として位置づけられ
る。なお、現行の介護療養病床の経過措置期間については 6 年間延長する
こととし、介護医療院の具体的な介護報酬、施設基準、転換支援策につい
ては、社会保障審議会の介護給付費分科会にて今後検討される。

④の負担増については、現行の現役並み所得者（ 2 割負担対象者）の所
得階層を区分し、高所得層（単身で年金収入のみで344万円以上）に相当
する者は 3 割負担にするというものである。さらなる負担増となるのは約
12万人であると厚労省は推計している。

そのほか、介護保険に係る制度改定項目として、要介護 1 、 2 の利用者
に対する生活援助サービスの保険外しも検討されていたが、これについて
は見送られている。しかしながら、2018年の介護報酬改定において、生活
援助サービスに対する人員基準の緩和や報酬引下げを行う旨が別に大臣合
意されており、これが事実上の保険外し（基準緩和サービス化）につなが
らないか注意する必要がある。

おわりに
以上のとおり、本年度具体化される負担増メニュー、あるいは本年度は

見送られたものの本年度中に検討して結論を出すとされる負担増につなが
る制度改定案は、質量ともに膨大な規模となっています。保団連・保険医
協会では、これらの改革が患者・利用者に必要な医療・介護の提供の妨
げになるとして、「医療・介護の負担増の中止を求める国会請願署名運動」
を実施します。会員の皆様方には、本紙に同封した署名用紙をご活用いた
だき、患者さんに負担増の内容をお知らせして署名にご協力いただけるよ
うお願いします。

社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

事務局長　工藤　浩司

第 29 回 患者・利用者負担増メニューの整理（その２）
―今後引き続き検討される項目と介護保険関連項目
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高齢者を対象にした負担増2017年
から

2017年
から

▲

70歳以上の患者負担限度額が引き上げに!

▲

65歳以上の入院費用が負担増!!

高額療養費（入院等の場合）

療養病床の居住費（光熱水費相当）負担引き上げ

一般所得の世帯
住民税課税所得で
年収約370万円まで

医療の必要性の高い患者さん
医療区分Ⅱ、Ⅲ

これまでの月額
4万4400円

1ヶ月で1万3200円の引き上げ

1ヶ月で1万1100円の負担増

これまで
　 0円

▲
▲

2018年4月より

370円
これまで
320円

2017年10月より

370円

石川県保険医協会 電話 076(222)5373　FAX 076(231)5156
Eメール　ishikawa-hok@doc-net.or.jp

5万7600円 （4回目以降は4万4400円に）

上記以外の人。がん末期なども
医療区分Ⅰ

今年の予算案では、70歳以上の高齢者の患者負担限度額（高額療養
費）を引き上げる、①65歳以上の療養病床の患者に対し、光熱水費の負
担を増やす、②後期高齢者の低所得者などの保険料を1.5～10倍に引き
上げることなどが提案されます。
保団連・保険医協会では、これらの患者負担増に反対する署名活動を
行うこととなりました。本紙に署名用紙とリーフレット「心配です！医療費負
担」を同封しました。先生ご自身・スタッフの皆さん・患者さんなど、趣旨に
ご賛同いただける方に署名をお願いします。１名用の署名用紙も同封し
ております。１筆のみでもかまいませんので、保険医協会までお送りくだ
さい。

▲

320円 370円医療区分Ⅰ

今年の予算案では、70歳以上の高齢者の患者負担限度額（高額療養
費）を引き上げる、①65歳以上の療養病床の患者に対し、光熱水費の負

今こそストップ！
患者負担増署名にご協力ください

でお知らせください。

FAX  ０７６（２３１）５１５６
E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」では、納得の
いかない返戻や査定があった場
合に会員医療機関からお知らせ
いただき、保険医協会が『石川
保険医新聞』を通してコメントを
掲載しています。
会員医療機関におかれまして

は、不当あるいは納得できない
返戻・査定の情報を保険医協会
にＦＡＸにてお送りください。

納得のいかない返戻、査定は

保険審査
通信

保険審査
通信

わ
が
国
で
は
、
乳
幼

児
早
期
保
育
、
延
長
保

育
、
病
児
保
育
な
ど
の

受
け
皿
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
が
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
乳

幼
児
期
の
親
子
の
絆
を
育
む
大
切
な

時
間
を
奪
う
と
い
う
一
面
を
持
っ
て

い
る
。
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
両

親
、
特
に
母
親
の
手
元
に
置
か
れ

「
哺
乳
」
と
「
見
つ
め
合
い
」
を
重

ね
合
う
数
年
は
、
初
め
て
出
会
う
人

間
と
の
関
係
作
り
で
あ
り
、
心
と
身

体
の
成
長
に
不
可
欠
な
時
間
で
あ

る
。
ま
た
、
母
の
愛
情
（
母
性
愛
）

は
、
母
に
生
ま
れ
つ
き
存
在
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
子
育
て
の
過
程
で
、

そ
の
切
磋
琢
磨
の
中
か
ら
さ
ら
に
高

ま
っ
て
来
る
と
言
わ
れ
る
。

今
、
母
親
た
ち
の
勤
務
は
パ
ー
ト

で
も
午
後
６
時
ま
で
と
い
う
の
が
常

態
化
し
て
い
る
。
余
裕
を
持
っ
て
子

育
て
で
き
な
い
こ
の
国
。
出
産
後
間

も
な
い
母
親
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
労
働

力
と
し
か
見
な
い
こ
の
国
で
、
誰
が

子
ど
も
を
産
み
た
い
と
思
う
だ
ろ
う

か
。
少
子
化
は
必
然
で
は
な
い
。
北

欧
の
国
々
で
は
税
金
は
高
い
が
、
国

が
明
確
な
目
的
と
意
思
を
持
っ
て
、

育
児
支
援
を
推
し
進
め
て
い
る
。

わ
が
国
も
、
子
育
て
支
援
の
抜
本

的
な
方
向
転
換
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
子
育
て
中
の
夫
婦
に
は
豊

か
な
子
育
て
生
活
を
保
障
す
る
た

め
、
勤
務
時
間
の
短
縮
と
そ
れ
を
補

填
す
る
手
当
、
そ
し
て
子
育
て
期
間

中
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
継
続
さ
れ
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
核

家
族
が
普
通
で
あ
る
子
育
て
中
の
家

庭
を
、
先
輩
母
親
が
訪
問
し
、
育
児

相
談
や
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
時

間
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
。
親
し

く
な
っ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
の
「
子
育

て
、
大
変
だ
ね
。」
と
い
う
一
言
は
、

社
会
か
ら
の
一
言
で
も
あ
り
母
親
の

心
に
深
く
染
み
込
む
だ
ろ
う
。

20
歳
代
の
50
％
以
上
が
年
収

２
０
０
万
円
未
満
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
、
一
人
親
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率

51
％
は
先
進
34
カ
国
ワ
ー
ス
ト
１
な

ど
若
者
の
貧
困
は
深
刻
で
、
少
子
化

の
主
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

は
確
か
だ
。
お
金
に
余
裕
が
無
け

れ
ば
、
心
の
余
裕
も
は
ぎ
取
ら
れ

る
。
日
本
の
未
来
の
に
な
い
手
を
育

て
る
た
め
に
税
金
を
充
て
る
べ
き
で

あ
る
。
お
金
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
愛
を
育
む
余
裕
が
あ
り
、
自

然
と
「
子
ど
も
を
産
み
た
い
」
と
思

え
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
国
を
挙

げ
て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
き
で

あ
る
。

今
こ
そ
未
来
へ
の
投
資
を

少
子
化
に
悩
む
わ
が
国
へ
の
提
言

少
子
化
に
悩
む
わ
が
国
へ
の
提
言

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
と
二
子
に
し
て
か
ら
５
、
７

と
打
つ
の
が
好
手
段
で
、
白
は
ダ
メ
ヅ
マ

リ
に
な
り
全
滅
で
す
。
黒
１
で
３
は
白
１

黒
４
白
２
で
白
生
き
。
黒
５
で
イ
は
白
６

で
大
半
を
生
き
ら
れ
ま
す
。

囲

解
答

碁

☗
４
四
桂
☖
２
二
玉
☗
４
二
飛

成
☖
同
角
☗
３
二
桂
成
☖
同
玉

☗
２
三
金
☖
３
一
玉
☗
４
三
桂

不
成
ま
で
９
手
詰
。

〈
解
説
〉
初
手
☗
４
四
桂
を
☖

同
角
は
☗
２
三
飛
成
以
下
７
手

詰
で
す
。
３
手
目
☗
４
二
飛
成

が
好
手
で
、
さ
ら
に
次
の
☗
３

二
桂
成
が
決
め
手
、
☖
１
三
玉

な
ら
☗
２
三
金
、
☖
１
一
玉
な

ら
☗
２
三
桂
不
成
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

節
分
も
過
ぎ
、
理
事
会
の

あ
っ
た
２
月
７
日
（
火
）
の

天
候
は
雪
。
保
団
連
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
医
科
在

宅
点
数
改
善
の
た
め
の
厚
労

省
交
渉
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
、
厚
労
省
側
か
ら
は
要

望
に
対
し
、
丁
寧
な
回
答
が

得
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
保
団
連
代
議
員

会
の
報
告
が
あ
り
、
政
府
の

進
め
る
社
会
保
障
制
度
改
革

に
対
し
、
石
川
協
会
は
オ
ー

ル
保
団
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
提
案
し
た
の
だ
が
、
執
行

部
か
ら
は
真
摯
な
回
答
が

あ
り
つ
つ
も
、
政
策
部
で

の
検
討
と
な
っ
た
。
一
方

で
、
金
沢
市
の
新
し
い
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
協
会
か

ら
も
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
た

の
だ
が
、
今
回
の
金
沢
市
か

ら
の
回
答
は
、
木
で
鼻
を
く

く
っ
た
よ
う
な
残
念
な
も
の

で
あ
っ
た
。
金
沢
市
国
保
料

の
恒
久
軽
減
を
求
め
る
署
名

（
２
２
９
８
筆
）
の
提
出
に

つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

協
議
と
し
て
は
、
持
論
の

検
討
の
ほ
か
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
、
総
務
省
か

ら
の
指
示
で
、
各
自
治
体
が

住
民
税
の
決
定
通
知
書
に
記

入
し
て
各
事
業
所
に
郵
送
す

る
こ
と
に
対
し
、
懸
念
を
申

し
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

文
化
企
画
の
酒
蔵
見
学
会
に

つ
い
て
は
、
募
集
後
す
ぐ
に

定
員
を
上
回
る
応
募
が
あ

り
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。
３
月
26
日
（
日
）

の
定
期
総
会
記
念
企
画
「
い

し
ゃ
先
生
」
の
上
映
会
で

も
、
多
く
の
会
員
の
先
生
方

の
参
加
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
【
濱
田　

記
】

住民税決定通知書への
マイナンバー記入に懸念

（２月７日・11人出席）

第16回理事会点描

「
数
独
」の
解
答

5
＋
6
で
、答
え
は「
11
」

（
問
題
8
面
）
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まさか!?と思い、書店で手に取ってみたのだが、読み進めていく

と、ウーンと唸らざるをえなかった。

著者は20年来、景気回復のためのマイナス金利を主張してきたそ

うだが、黒田日銀総裁の質的量的緩和には出口が見えないとして、

反対の意見を述べている。ネットでは、マイナス金利に反対の立場

の白井さゆり氏（日銀元審議委員）の日銀の金融政策に対するコメ

ントや、日銀のホームページもあり、併せて読まれると現状の理解

がしやすいのではないかと思われる。

驚いたことに、学生時代に習った日銀による公定歩合での金利の

誘導は、金利自由化で1994年に終了し、以後は民間金融機関との国

債や手形の売買で金利を誘導しているとのことで、国債の価格（つ

まりは金利）の誘導と、他の金融機関から預かる当座預金の金利と

量の調節だけが、日銀の金融政策の根幹をなしているらしい。国債

の買い入れは、財政法第 5 条により禁止されているはずだが、実情

は異なり、今年度は政府売り出し予定の150兆円もの国債のうち、

実に120兆円を日銀が他の金融機関から買い取るとのこと（まるで

戦前の戦時国債のよう、財政ファイナンス!?）。2016年発行銀行間

残高は96兆円なのに対し、日銀当座預金残高は303兆円、合計のマ

ネタリーベース（確か以前はマネーサプライと言ったはず）は400

兆円で、2010年の104兆円より300兆円ほども多い。

もしも景気が回復？し（消費者物価指数が 2 %を達成）、デフレ

から脱却してインフレになると、日銀の国債買い入れは終了すると

のことだが、一千兆円を超える借金を抱えた国の国債を誰が日銀に

代わって低い金利で（つまり高く）買ってくれるのか？　買い手が

つかなければ当然価格は下落し金利は上がる（国債も債券の一種

で、売り手と買い手がいる。 1 年後に100万円と交換しますという

額面100万円の債券があったとして、90万 9 千円という安い価格で

売買が成立すれば約10％の高い金利に、逆に99万円の高い価格で成

立すれば約 1 ％の低い金利ということになる）。そうなると発行す

る政府も困るが（国債費の上昇が予想される、現在でも国家予算の

歳出25%、歳入36%）、それまで長期国債を高く買ってきた日銀は

当座預金の金利を上げて資金を回収しようにも、それでは大赤字と

なるはずで、結果、資産規模はさらに拡大してしまう。

下落するであろう国債価格、高騰する金利に歯止めをかけられる

のか？　日銀の取りうる手段には限界があり、もしも著者の言うよ

うに、最悪ハイパーインフレまっしぐらとなってしまうと、戦後の

預金封鎖のような資本統制がその後に続いてしまうことにもなりか

ねない（経済官僚は当然認識しているはずだが）。預金封鎖となっ

たらどうしようもないが、インフレ対策として、保険医年金の外貨

建てを検討しても良いのかもしれない。

書 評

「国家は破綻する」
濱田　久（かほく市・歯科）

◆藤巻健史　著
◆幻冬舎
◆2016年11月初版
◆1,200円（税抜）

38歳の 男性 の場合：月払概算掛金5,960円で4,000万円の保障
38歳の 女性 の場合：月払概算掛金4,600円で4,000万円の保障

保
障
例

■普及期間 2017年5月15日（月）～6月16日（金）
■グループ保険の主な特長 ◎お手頃な掛金で大きな保障　◎保険金の受取方法が選択可能（一時金または年金）
  ◎１年更新で、毎年保険金の見直しが可能　◎剰余金があれば配当金として還元
  ◎告知書扱いで手続きは簡単
■死亡・高度障害保険金額 会員は4,000万円、配偶者は1,000万円、子どもは400万円まで加入できます
■加入資格 申込日現在、健康で正常に就業している、2017年8月1日時点で65歳6カ月までの保険医協会会員本人とその配偶者および
 2歳6カ月超22歳6カ月までの扶養する子ども
■更 新 日  2017年8月1日／掛金の振替は7月25日（火）から開始

グループ保険グループ保険グループ保険 5/15（月）から
普及開始

死亡・高度障害のみを保障する大型生命保険です

太陽－勧補－団－28－101

団体定期保険だから

掛金がお手頃！団体定期保険だから

掛金がお手頃！

○普及にあたって、太陽生命・富国生命・明治安田生命の担当者がお伺いします。ご面談くださいますようお願い申し上げます。

○お問い合わせは…石川県保険医協会まで
　TEL ： 076-222-5373／ＦＡＸ ： 076-231-5156　※詳細につきましてはパンフレットをご覧ください。
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保険医年金の新規加入・増口をお考えの先生は、協会事
務局までお問い合わせください。パンフレット等を送付い
たします。

加入チャン
スは

年2回です
!

まもなく普及開始！

保険医年金
2017年4月1日（土）～
　　　5月25日（木）
2017年9月1日（金）
1．259％（2017年2月1日現在）予 定 利 率予 定 利 率

前半期受付期間

加 入 日

突然のケガ・病気の
備えに…保険医

休業保障共済保険
加入チャン

スは

年3回です！

申込取扱い期間

加 入 申 込 資 格

2017年4月1日（土）～5月24日（水）
（加入日　2017年8月1日（火））

次のいずれも該当する方
①加入日現在健康でひとつの主たる医療機関等で週４日以上かつ週16時間以
上業務に従事している方

②59歳（1957年10月2日以降に生まれた方）までの保険医協会会員で、約款
に同意できる方

問い合わせ・申し込みは、
石川県保険医協会まで
電話 076(222)5373
ＦＡＸ 076(231)5156

①給付は長期（最長で730日）、免責は短期（５日間）
傷病休業給付金の給付期間500日を超えて連続して休業された場合

は、長期療養給付金が最長230日給付されます。

③掛金は加入時のまま満期まで変わりません。

④入院はもちろん、自宅療養でも、代診をおいても
給付できます。
⑤掛け捨てではありません。脱退給付金が支払われます。
⑥他の所得補償保険等の加入に関係なく給付されます。

②病気でも事故でも、再発でも後遺症でも、何度でも給付されます！（５００日以内）

※休業開始後、６日目からのお支払いとなります。
※受給の際は、第三者の医師の受診・治療証明が必須です。
※傷病給付金は、通算500日に達するまで、同一疾病の再発を含め給付されます。
※長期療養給付は１休業限りの給付です。230日に達するまでに復業された場合は給付満了となります。
※60歳・70歳で制度減口があります。

37歳 48歳 53歳 56歳 64歳

500日

66歳
二輪車運転中に転倒 急性腰痛症 健診で胃がん見つかる 腰痛再発 その後、

腰椎椎間板ヘルニアの手術
脳梗塞で倒れる リハビリのち復業

給付日数 60日 14日 30日 26日 370日 25日
さらに 長期療養給付

（復業時点で終了です）

加入年齢 ～29歳

2,500円 2,800円 3,000円 3,300円 3,700円1口

30～39歳 40～49歳 50～54歳 55～59歳

給　付　額
最大給付額 1口当たり

入院1日

8口加入全期間（730日）入院の場合
（通算500日まで）

4,304万円 8,000円
自宅1日 6,000円

東
京
大
学
医
学
部
心
臓
外

科
で
は
小
児
・
先
天
性
心
臓

外
科
の
責
任
者
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

25
年
に
群
馬
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
副
院
長
と
し
て
赴

任
し
医
師
会
に
初
め
て
加
入

い
た
し
ま
し
た
。

現
役
時
代
は
専
門
医
と
し

て
技
術
の
向
上
、
教
育
な

ど
が
関
心
事
で
、
年
間
約

１
５
０
例
中
６
割
５
分
を
超

え
る
新
生
児
・
乳
児
開
心
術

を
執
刀
し
泊
ま
り
込
ん
で
管

理
を
し
ま
し
た
。
平
行
し
て

平
成
19
年
に
医
療
の
質
向
上

をm
ission

と
す
る
小
児
心

臓
血
管
外
科
手
術
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
、
専

門
医
制
度
と
リ
ン
ク
さ
せ

国
内
全
て
の
施
設
が
参
加

す
るN

ational D
atabase 

（JCCV
SD

）
を
構
築
し
ま

し
た
。
他
の
外
科
領
域
に
先

駆
け
た
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
平
成
23
年
の
外
保
連
で

小
児
心
臓
外
科
領
域
の
全
て

の
最
高
難
度
手
術
は
そ
の
ま

ま
認
め
ら
れ
、
右
室
流
出
路

再
建
の
再
手
術
手
技
料
の
引

き
上
げ
が
平
成
26
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
収
載
さ
れ
ま

し
た
。

一
方
、
こ
の
こ
ろ
心
臓
血

管
外
科
専
門
医
と
し
て
将
来

を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
同
僚
が

都
内
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
開

業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
区
医

師
会
理
事
と
し
て
活
躍
し
、

事
業
主
と
し
て
も
職
員
に
信

頼
さ
れ
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
同
じ
小
児
科
フ

ロ
ア
で
診
療
に
あ
た
っ
て
お

ら
れ
た
自
見
は
な
子
参
議
院

議
員
も
選
挙
戦
中
に
励
ま
さ

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
若
く

し
て
開
業
を
選
択
し
た
決
断

に
私
は
何
も
口
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

教
育
機
関
と
し
て
の
大
学

病
院
に
は
学
生
教
育
、
臨
床

研
修
医
の
教
育
、
専
門
医
の

育
成
な
ど
高
い
機
能
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
地
域
医
療
、

保
険
医
療
、
接
遇
や
医
師
会

活
動
な
ど
に
関
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

専
門
医
制
度
は
地
域
医

療
、
か
か
り
つ
け
医
制
度
、

認
定
の
あ
り
方
な
ど
に
関
す

る
混
乱
か
ら
日
本
専
門
医
機

構
の
理
事
が
多
数
交
代
し
、

現
場
で
活
躍
し
て
い
る
医
師

に
配
慮
し
た
方
向
で
の
対
応

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

本
医
師
会
か
ら
松
原
謙
二
新

理
事
が
参
加
さ
れ
総
合
診
療

専
門
医
制
度
に
つ
い
て
議
論

が
進
め
ら
れ
、
自
見
は
な
子

議
員
は
女
性
医
師
の
立
場
か

ら
様
々
な
提
案
を
行
っ
て
い

 

ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
医

療
人
材
を
活
か
す
た
め
の
勤

務
医
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
を

支
援
す
る
繊
細
な
議
論
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

村上　新（金沢循環器病院・心臓外科）

勤務医の新しい時代第10回

コラムリレー勤務医
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２
０
１
６
年
５
月
20
日
、
エ

ミ
レ
ー
ツ
航
空
に
て
関
空
か
ら

ド
バ
イ
経
由
で
ア
テ
ネ
へ
と
飛

ぶ
。
ア
テ
ネ
の
ピ
レ
ウ
ス
港
か

ら
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
へ
の
旅
の

始
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
日
の
朝
刊
に
パ
リ
空
港

か
ら
カ
イ
ロ
行
き
の
エ
ジ
プ
ト

航
空
機
が
エ
ー
ゲ
海
上
空
に
て

消
息
を
絶
つ
の
記
事
が
あ
り
幾

分
気
は
怯
ん
だ
が
、
気
持
ち
は

す
で
に
地
中
海
の
空
。
初
め

て
乗
る
エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
で

は
、
気
品
あ
ふ
れ
た
民
族
衣
装

を
身
に
つ
け
た
乗
務
員
の
姿
に

恐
怖
心
は
薄
れ
、
紺
碧
の
海
の

色
へ
と
気
持
ち
は
染
ま
っ
て

い
っ
た
。

約
10
時
間
で
ド
バ
イ
の
空
港

へ
到
着
、
そ
の
広
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
。
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
ア
ラ

ブ
の
人
た
ち
の
堂
々
と
白
い
衣

装
を
ま
と
い
闊
歩
す
る
姿
に
見

と
れ
、
ア
ラ
ブ
の
人
た
ち
の
伝

統
を
重
ん
じ
る
民
族
意
識
を
垣

間
見
た
気
が
し
た
。

ド
バ
イ
か
ら
ア
テ
ネ
空
港
へ

と
向
か
う
途
中
、
何
気
な
く
飛

行
機
の
窓
か
ら
外
を
覗
く
と
、

雪
が
降
っ
た
よ
う
に
輝
く
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
砂
漠
に
多
数
の

水
玉
模
様
の
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ッ

ト
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
。
後
で
知
っ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
不
毛
の
土
地
に
巨
大
な
ス

プ
リ
ン
ク

ラ
ー
で
地
下

水
を
汲
み
上

げ
、
散
水
し

て
小
麦
や
野

菜
を
栽
培
し

て
い
る
と
の

こ
と
。
人
の

知
恵
と
生
き

る
た
め
の
願

望
は
底
知
れ

な
い
力
を
発

揮
す
る
も
の

ら
し
い
。

ア
テ
ネ
空

港
か
ら
ク

ル
ー
ズ
の
出

発
点
で
あ
る

ピ
レ
ウ
ス
港
ま
で
は
ア
テ
ネ
市

内
車
窓
観
光
で
あ
る
。
車
窓
か

ら
見
る
限
り
で
は
町
の
中
は
み

す
ぼ
ら
し
く
寂
れ
た
印
象
を
受

け
た
の
だ
が
、
ピ
レ
ウ
ス
港
か

ら
多
く
の
難
民
を
い
っ
た
ん
受

け
入
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に

手
厚
く
送
り
出
し
て
い
る
事
実

を
知
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
隣

人
愛
に
敬
意
の
念
を
抱
か
ざ
る

を
え
な
い
。

今
度
の
旅
は
、
ア
テ
ネ
（
ギ

リ
シ
ャ
）、
サ
ン
ト
リ
ー
ニ

（
ギ
リ
シ
ャ
）、
コ
ト
ル
（
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ
）、
シ
チ
リ
ア
島

（
イ
タ
リ
ア
）、
ナ
ポ
リ
（
イ

タ
リ
ア
）、
バ
ル
セ
ロ
ナ
（
ス

ペ
イ
ン
）
へ
の
約
10
日
間
の
ク

ル
ー
ズ
で
あ
る
。

私
に
と
っ
て
は
、
サ
ン
ト

リ
ー
ニ
島
で
夕
日
を
望
む
の
が

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
こ
の
期
待
は
船
の
都
合

で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
夕
日
を

望
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
立
ち
並
ぶ
白
い
壁
の

家
々
と
紺
碧
の
エ
ー
ゲ
海
の
光

景
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。

シ
チ
リ
ア
島
で
の
メ
ッ
シ
ー

ナ
の
観
光
も
印
象
深
い
。
タ
オ

ル
ミ
ー
ナ
（
標
高
４
０
０
ｍ
の

タ
ウ
ロ
山
の
中
腹
に
あ
る
町
）

か
ら
エ
ト
ナ
ム
山
や
エ
ー
ゲ
海

を
望
む
美
し
い
自
然
と
古
代
色

豊
か
な
建
造
物
の
あ
る
風
景
も

ま
た
絶
景
で
あ
っ
た
。

ナ
ポ
リ
民
謡
「
帰
れ
ソ
レ
ン

ト
へ
」
で
有
名
な
町
ソ
レ
ン
ト

か
ら
ア
マ
ル
フ
ィ
ー
海
岸
を
望

む
ク
ル
ー
ズ
に
出
た
の
だ
が
、

ア
マ
ル
フ
ィ
ー
は
海
か
ら
望
む

よ
り
も
以
前
に
観
光
し
た
よ
う

に
バ
ス
で
陸
地
か
ら
海
を
眺
め

る
方
が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

た
。
絶
壁
、
狭
い
道
を
す
れ
違

い
な
が
ら
走
る
バ
ス
で
の
観
光

は
ス
リ
ル
満
点
で
あ
る
。

こ
の
旅
も
ス
ペ
イ
ン
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
教
会
の
見
学
で
無
事
終
了

と
な
っ
た
が
、
１
８
８
２
年
に

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ビ
ャ
ー

ル
が
創
建
し
て
以
来
、
現
在
も

な
お
建
築
が
続
け
ら
れ
、
完
成

ま
で
に
は
あ
と
50
〜
１
０
０

年
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
創
建
者
の
情
熱
を
受
け
継

い
で
い
る
人
た
ち
の
熱
意
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
創
建
者
の
壮

大
な
計
画
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

旅
に
出
か
け
る
前
に
は
、
船

旅
は
退
屈
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
本
を
２
、３
冊
用
意
し
て

い
っ
た
の
だ
が
、
全
く
開
く
こ

と
な
く
帰
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
。
洋
上
で
の
生
活
は
、
わ
が

家
・
ホ
テ
ル
同
様
で
あ
り
、
食

事
へ
の
、
運
動
へ
の
、
ま
た
娯

楽
へ
の
誘
い
が
あ
り
退
屈
す
る

と
き
が
な
か
っ
た
。

海
外
旅
行
は
こ
の
ク
ル
ー
ズ

で
最
後
に
し
よ
う
と
出
か
け
た

旅
で
あ
っ
た
。
年
齢
と
と
も
に

病
が
ち
に
な
り
、
思
わ
ぬ
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
起
こ
ら
な
い
と
も

言
え
な
い
。
船
旅
で
設
備
が

整
っ
て
い
て
も
外
国
は
外
国
。

外
国
で
の
対
応
は
、
日
本
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
対
応
と
は

比
べ
ら
れ
な
い
。

人
は
言
う
。「
外
国
へ
の
旅

ば
か
り
が
旅
で
は
な
い
、
日
本

に
は
心
安
ら
ぐ
旅
が
あ
る
」。

こ
れ
か
ら
は
年
齢
に
合
っ
た
、

健
康
に
合
っ
た
日
本
で
の
旅
を

探
そ
う
。
そ
し
て
静
か
に
日
本

の
美
に
浸
ろ
う
。

ギリシャ劇場（写真右が筆者）

クルーズコースサントリーニ島

アマルフィー海岸
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1 月11日、中医協総会において、2018年度の診療報酬改定に向けた具体的な
議論が「在宅医療」を皮切りにスタートした。今後、中医協において改定案の
具体化が進められていくが、石川保険医新聞では、前回の改定に引き続き中医
協の提出資料を随時掲載していくことになった。今回は、上記の「在宅医療」
と 1 月25日中医協総会で示された「入院医療」の厚労省提出資料から「課題と
論点」をまとめた部分を抜粋して掲載する。（以下の枠で囲った部分は、中医
協に厚労省から提出された資料をそのまま掲載したものであり、引用に当たり
特に手を加えていない）

＜1月11日中医協総会＞ 「在宅医療　その1」
この日は在宅医療に係る議論のスタートということもあり、総論的な検討が

行われた。在宅医療をめぐる現状分析として、厚労省は、①高齢者世帯の増加
と支え手の減少、②在宅医療に対応する医療機関、訪問看護ステーションの増
加傾向、③在宅患者の状態の多様性と医療提供密度の違い、④小児在宅患者
の増加傾向、⑤在宅歯科医療、在宅薬剤管理の増加傾向─などを指摘したうえ
で、2018年度改定の課題として、①「多様化する患者のニーズに応えることが
できるような新たなサービス提供のあり方」、②「地域の状況、個々の患者の
状態、医療内容、住まい・住まい方等を踏まえた評価のあり方」の 2 点を挙げ
ている。

当日の議論においては、在宅医療専門診療所をめぐる課題、 1 人の患者に対
する訪問診療料の複数医療機関での算定不可の問題、訪問診療の対象となる患
者像と評価の在り方の問題（ICTの有効活用）─などが委員から意見として挙
がっている。

＜在宅医療の課題＞（中医協資料抜粋）

•  今後も高齢者数の増加が続くことが想定され、2025年には、75歳以上人
口比率が18％に達すると推計されている。高齢者の単独世帯や夫婦のみ世
帯の増加に加え、人口構造の変化による医療介護の支え手の減少も見込ま
れている。

•   また、医療機関で死亡する患者が多数を占めている。一方で、看取りや
在宅医療を含めた療養の多様なニーズは一層高まるものと考えられる。

•   在宅医療に対応可能な医療機関は概ね増加傾向で、医療機関の大部分は
診療所が占めている。訪問看護ステーションの数や規模は増加・拡大して
いる。

•   在宅医療を受けている患者の要介護度や、訪問診療や訪問看護の必要な
理由、疾患名など患者の状態は多様であり、患者によって医療の提供密度
も異なっている。

•  在宅で人工呼吸器等の医療を受けている小児が増加傾向にある。
•  在宅歯科医療、在宅薬剤管理の提供量も概ね増加傾向にある。
•  平成28年度診療報酬改定では、重症度や居住場所に応じたきめ細やかな

評価、在宅医療専門の医療機関に係る要件の明確化、遠隔モニタリング等
を活用した指導管理の評価等を行った。

↓
○　在宅医療の質と量はもとより、効率性も確保しつつ、多様化する患者の

ニーズに応えることができるような新たなサービス提供のあり方や、地域
の状況、個々の患者の状態、医療内容、住まい・住まい方等を踏まえた評
価のあり方についてどう考えるか。

＜1月25日中医協総会＞　 「入院医療　その1」
前述の在宅医療と同じく、入院医療に係る総論的な検討が行われた。厚労省

からは入院医療をめぐる現状認識として、①高齢者向けケアのニーズの高まり
と支え手の減少、②一人あたり入院医療費の伸びは多くの年齢層で増加傾向、
③入院患者数、入院受療率、平均在院日数の減少傾向と一日あたり入院医療費
の増加傾向、④許可病床数、 7 対 1 入院基本料の届出病床数及び一月あたり算
定回数の減少傾向、などが挙げられている。その上で、2018年度改定の課題と

して、①「より質の高い入院医療を提供でき、かつ、医療ニーズの変化にも対
応しうるようなサービス提供のあり方」、②「地域において求められる医療機
能や患者の状態に応じた入院医療の提供体制の推進に資する評価のあり方」の
2 点を示している。
厚労省の提案資料においては、病床数の減少傾向に関連して、地域医療構想

における必要病床数に言及しているのが注目される。地域医療構想を踏まえた
提供体制の構築を入院点数改定の課題でわざわざ提起しているのは、地域医療
構想の必要病床数へと病床機能を分化し病床削減する方向へ診療報酬誘導する
意思の表れと考えられる。

当日の議論でも、地域医療構想実現に向けた診療報酬による環境整備につい
て、診療側・支払側双方から意見が交わされた。厚労省の医療課長からは、こ
の問題について、「地域医療構想に対して診療報酬がどう寄り添うかは、今後
議論してもらう課題そのもの」である旨の発言もあり、今後の議論を注視しな
ければならない。

＜入院医療の課題＞（中医協資料抜粋）

•  65歳以上の入院患者の割合は増加傾向にあり70％を超えている。今後も
高齢化の進展に伴い、認知症などといった高齢者向けケアのニーズが高ま
ることが予想される。一方で人口構造の変化による医療介護の支え手の減
少も見込まれている。

•  年齢階級別に一人あたり入院医療費をみると、入院医療費の伸びは10年
前と比べ多くの年齢層で増加している。65歳以上の入院患者では65歳未満
に比べて一人あたりの入院医療費が高い傾向にある。

•  入院患者数、入院受療率及び平均在院日数は減少傾向にあるが、高齢化
等に伴い、一日あたりの入院医療費は増加傾向にある。

•  病院全体の許可病床数は緩やかな減少傾向が続いており、 7 対 1 入院基
本料の届出病床数及び一月あたり算定回数も減少している。地域医療構想
における医療機能別の病床の必要量をふまえ、今後予想される入院医療の
ニーズに対応できるよう、地域医療構想の取組みでは、地域の高齢化のス
ピードや必要とされる医療ニーズに応じた医療提供体制の構築を目指して
いる。

•  開設者別の病床数をみると医療法人が最も多い。また、開設者別にみる
と医療機関の運営実態には違いが認められる。新公立病院改革ガイドライ
ンでは、公・民の適切な役割分担の下、地域において必要な医療提供体制
を確保することが求められている。

•  平成28年度診療報酬改定では、入院医療に関しては地域包括ケアシステ
ムの推進と医療機能の分化・強化、連携を図るため、機能に応じた適切な
評価の推進と手厚い医療に対する評価の充実を実施した。

↓
○　支え手の減少など限られた医療資源の中で、効率性にも配慮しつつ、よ

り質の高い入院医療を提供でき、かつ、医療ニーズの変化にも対応しうる
ようなサービス提供のあり方や、地域において求められる医療機能や患者
の状態に応じた入院医療の提供体制の推進に資する評価のあり方につい
て、どう考えるか。

２月15日よりご案内しております、『病
気を持った患者の歯科治療（長崎県保険
医協会発行）』の注文は２月末にて締め切
りました。ご注文いただいた方には、す
でに書籍を発送いたしました。ご注文さ
れた方でまだお手元に届いていない場合
は、石川県保険医協会（電話　076-222-
5373）までご連絡ください。

─2018年度診療報酬改定に向けて、
　在宅医療と入院医療の総論的検討が始まる

事務局長　工藤　浩司

速報 中・医・協・資・料
石 川 保 険 医 新 聞 第539号（7）2017年3月15日（毎月15日発行）



話
題
の
一
冊

昨
年
４
月
に
発
生
し
、多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊

本
大
地
震
。「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
な
ど
に
遭
遇
し
日
常

生
活
と
違
う
被
災
生
活
」を
経
験
し
た
熊
本
市
在
住
の
著

者
が
実
録
マ
ン
ガ
を
描
き
お
ろ
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
被
災

飯
」（
避
難
生
活
中
に
摂
っ
た
食
事
）で
す
。登
場
す
る「
被

災
飯
」で
印
象
的
な
の
は
、「
水
つ
け
パ
ス
タ
」、豚
汁
、キ
ム
チ

チ
ゲ
、カ
レ
ー
と
いっ
た
著
者
の
自
炊
メ
ニュ
ー
。ガ
ス
が
止
ま
っ

た
た
め
、加
熱
器
具
は
す
べ
て
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
。材
料
は
冷
蔵

庫
に
貯
蔵
し
て
あ
っ
た
冷
凍
ゴ
ボ
ウ
や
肉
、県
内
の
家
族
か
ら

届
け
て
も
ら
っ
た
無
洗
米
、レ
ト
ル
ト
ソ
ー
ス
な
ど
。節
水
の

た
め
、ま
な
板
の
代
用
品
と
し
て
牛
乳
パッ
ク
を
使
う…

と

い
っ
た
裏
ワ
ザ
は「
い
ざ
」と
い
う
と
き
参
考
に
な
り
そ
う

で
す
。

飼
い
猫
を
地
震
の

と
き
落
ち
着
か
せ
る

の
に
有
効
な
方
法
な

ど
も
さ
り
気
な
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
連
合
通
信
社
）

大平三四郎ドクターの
全2回 穂乃香

蕎麦談義
壱
その

大平三四郎（金沢市・歯科）

蕎
麦
に
つ
い
て
の
原
稿
依
頼

が
、
編
集
部
か
ら
来
て
正
直

困
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
書
く

よ
り
食
べ
る
方
が
大
好
き
だ
か

ら
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
そ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
も
仕
方
な
い

の
で
、
紙
面
を
埋
め

る
べ
く
、
昨
年
の
２

月
27
日
（
な
ぜ
か
筆

者
の
誕
生
日
）
に
自

宅
近
く
に
オ
ー
プ
ン

し
た
蕎
麦
屋
さ
ん
を

紹
介
す
る
。

場
所
は
、
金
沢
市

金
市
町
。
と
言
っ

て
も
近
所
の
方
以
外

は
分
か
ら
な
い
と
思

う
が
、
I
R
い
し

か
わ
鉄
道
線
の
森
本

駅
と
東
金
沢
駅
の
中

間
く
ら
い
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。
お
店
は

「
穂
乃
香
」
と
い
う

名
前
で
、
築
１
０
０

年
以
上
の
古
民
家
を
リ
フ
ォ
ー

ム
後
に
オ
ー
プ
ン
し
た
そ
う
で

あ
る
。
今
回
訪
れ
た
の
は
３
回

目
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
来
る
た

び
に
気
持
ち
が
ホ
ッ
と
す
る
。

自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
過
ご

し
た
生
家
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
庭
も
広
々
と
し
て

い
て
、
縁
側
の
廊
下
か
ら
は
、

樹
齢
１
５
０
年
は
下
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
楠
の
大
木
が
客
を
出

迎
え
て
く
れ
る
。

旧
家
の
匂
い
の
す
る
小
洒
落

た
和
室
に
通
さ
れ
る
と
、
す
か

さ
ず
テ
ー
ブ
ル
へ
蕎
麦
茶
と
蕎

麦
か
り
ん
と
う
を
運
ん
で
き
て

く
れ
る
。
で
、
今
回
、
注
文
し

た
の
は
、
九
割
の
蒸
篭
蕎
麦
の

大
盛
り
だ
。
こ
の
店
の
蕎
麦
は

福
井
の
今
庄
産
で
あ
る
。
今
庄

と
は
い
ろ
い
ろ
縁
が
あ
っ
て
、

以
前
５
年
ば
か
り
仕
事
で
お
邪

魔
し
た
。
そ
こ
で
、
越
前
お
ろ

し
蕎
麦
と
出
会
い
、
す
っ
か
り

そ
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
は
お
ろ
し
蕎
麦

で
は
な
く
、

蒸
篭
蕎
麦
を

食
し
た
。
こ

こ
の
蒸
篭
蕎

麦
は
、
蕎
麦

も
越
前
の
流

れ
か
ら
か
、

や
や
黒
っ
ぽ

く
、
つ
な
ぎ

と
蕎
麦
粉

と
の
相
性
も

グ
ッ
ド
で
、

出
汁
も
蕎
麦

の
旨
味
を
さ

り
げ
な
く
引

き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
で
も
物

足
り
な
い
方
は
、
も
う
一
枚
別

に
お
ろ
し
蕎
麦
か
と
ろ
ろ
ご
飯

を
注
文
す
る
の
が
お
薦
め
で
あ

る
。
金
沢
市
内
な
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
賞
味
さ
れ
た
い
。

古民家を改装した風情あるたたずまいの「穂乃香」

蒸篭蕎麦

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

黒先　8分で二、三段以上
〈ヒント〉 全体の白をダメヅマリにして
 無条件で仕留めます。

〈ヒント〉桂の活用がポイントです。
 （10分で二段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー ◆◆210◆◆

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいくつ
になるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1から
9までの数字のどれかを入
れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9 列あります）、
太線で囲まれた 3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが 9つあ
ります）のどれにも 1か
ら 9までの数字が 1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独2 3 6
3 1 5 7
□ 4 1

5 2 4
9 8

8 3 6
2 1

7 □ 4 2 3
5 1 4

赤
瀬
川
原
平
ら
の
発
見
に
よ
る
「
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
」
と

は
、
不
動
産
に
付
属
し
ま
る
で
展
示
す
る
か
の
よ
う
に
保
存

さ
れ
て
い
る
「
無
用
の
長
物
」
を
指
し
、
一
つ
の
芸
術
上
の

概
念
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
ニ
ヤ
リ
）。

元
大
リ
ー
ガ
ー
の
ト
マ
ソ
ン
が
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に

助
っ
人
に
来
て
４
番
に
座
っ
て
い
た
の
に
、
空
振
り
を
見
せ

る
た
め
に
打
席
に
立
っ
て
い
る
が
ご
と
く
に
見
え
た
の
を
、

「
無
用
の
長
物
」
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
か
ら
そ
の
代
名
詞
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
て
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

私
も
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
に
目
覚
め
街
を
移
動
し
て
い
る
と
き

は
「
ト
マ
ソ
ン
」
を
探
し
ま
す
。

階
段
は
「
ト
マ
ソ
ン
」
の
中
で
定
番
の
対
象
で
す
。
階
段

を
上
が
っ
て
い
っ
た
ら
扉
が
な
か
っ
た
と
か
、
た
だ
上
が
っ

て
降
り
る
だ
け
の
階
段
（
四
谷
で
見
つ
か
っ
た
の
で
四
谷
階

段
と
命
名
さ
れ
て
い
る
）
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

私
が
見
つ
け
た
の
は
、
上
が
っ
て
い
っ
た
ら
扉
が
な
か
っ

た
と
い
う
「
ト
マ
ソ
ン
」
の
見
本
の
よ
う
な
図
で
す
。
階
段

を
目
で
追
っ
て
い
く
と
２
階
に
到
達
す
る
の
で
す
が
、
ど
う

見
て
も
扉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
物
件
は
単
純

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
途
中
が
花
壇
に
な
っ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
わ
が
身
を
花
壇
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
無
用
の
長
物
の
位
置
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
ま
す
。
自
分
勝
手
に
こ
れ
は
新
し
い
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
だ
な
と
ほ
く
そ
笑
み
ま
す
。
自
分
の
ト
マ
ソ
ン
の
眼

が
だ
ん
だ
ん
上
が
っ
て
き
た
と
感
じ
て
も
、
赤
瀬
川
原
平
が

言
う
よ
う
に
「
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
」。
そ
れ
が
超
芸

術
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

階
段
が
花
壇
に
　
　
　
　
　
　

　（
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
）

大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

階段の登り切ったところにドアはない。
途中の階段は花壇になっている

石 川 保 険 医 新 聞 2017年3月15日（毎月15日発行）（8）第539号


